
(57)【要約】

【目的】生産性を向上させたＰＯＴＳスプリッタの提供

を目的とする。

【構成】ＰＯＴＳスプリッタの音声信号を通過させるロ

ーパスフィルタ回路は、回線側より順に、２ラインにそ

れぞれ第１のインダクタンスＬ１，Ｌ１’、その後ろに

ライン間に入る直列接続する第１のコンデーサＣ１と第

２のコンデンサＣ２、さらにラインそれぞれに第２のイ

ンダクタンスＬ２，Ｌ２’、ライン間に第３のコンデー

サＣ３が入り、２段のＬＣフィルタ回路を構成し、電話

機側へと音声信号が通過する。また、第１のインダクタ

ンスＬ１，Ｌ１’と回線側との間の一方のラインと、ラ

イン間を結ぶ前記直列接続するコンデンサＣ１とコンデ

ンサＣ２の接続点が、直列接続のインダクタンスＬｒと

抵抗Ｒｒにより接続されている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ｘ Ｄ Ｓ Ｌ の デ ー タ 信 号 と 音 声 信 号 を 分 離 ／ 混 合 す る Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ に お い て 、 前 記 Ｐ
Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ に お け る ロ ー パ ス フ ィ ル タ 回 路 は 、 回 線 側 よ り 順 に 、 ２ ラ イ ン に そ れ ぞ
れ 第 １ の イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ ， Ｌ １ ’ 、 ラ イ ン 間 に 直 列 接 続 す る 第 １ の コ ン デ ー サ Ｃ １ と
第 ２ の コ ン デ ン サ Ｃ ２ 、 さ ら に ラ イ ン に そ れ ぞ れ 第 ２ の イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ ２ ， Ｌ ２ ’ 、 ラ
イ ン 間 に 第 ３ の コ ン デ ー サ Ｃ ３ 、 そ し て ラ イ ン は 電 話 機 側 へ と 構 成 す る も の で あ っ て 、 回
線 側 と 第 １ の イ ン ダ ク タ ン ス の 間 の 片 ラ イ ン と 、 前 記 第 １ の コ ン デ ー サ Ｃ １ と 第 ２ の コ ン
デ ン サ Ｃ ２ の 接 続 点 と が 、 直 列 接 続 す る 第 ３ の イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ ｒ 、 抵 抗 Ｒ ｒ に よ り 接 続
さ れ て い る こ と を 特 徴 を す る Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 高 速 デ ー タ 通 信 の ｘ Ｄ Ｓ Ｌ の デ ー タ 信 号 と 音 声 信 号 を 分 離 ／ 合 成 す る Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ
ス プ リ ッ タ に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 高 速 通 信 技 術 の ひ と つ で あ る 既 設 の 電 話 回 線 網 を 使 用 し た Ａ Ｄ Ｓ Ｌ の 普 及 が め ざ ま
し い 。 Ａ Ｄ Ｓ Ｌ と は 、 Ａ ｓ ｙ ｍ ｍ ｅ ｔ ｒ ｉ ｃ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ｓ ｕ ｂ ｓ ｃ ｒ ｉ ｂ ｅ ｒ 　
Ｌ ｉ ｎ ｅ で あ り 、 他 に 、 Ｓ Ｄ Ｓ Ｌ （ Ｓ ｙ ｍ ｍ ｅ ｔ ｒ ｉ ｃ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ｓ ｕ ｂ ｓ ｃ ｒ
ｉ ｂ ｅ ｒ 　 Ｌ ｉ ｎ ｅ ） ， Ｖ Ｄ Ｓ Ｌ （ Ｖ ｅ ｒ ｙ 　 Ｈ ｉ ｇ ｈ 　 Ｓ ｐ ｅ ｅ ｄ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　
Ｓ ｕ ｂ ｓ ｃ ｒ ｉ ｂ ｅ ｒ 　 Ｌ ｉ ｎ ｅ ） な ど も あ り 、 そ れ ら を 総 称 し て 、 ｘ Ｄ Ｓ Ｌ 或 い は Ｄ Ｓ
Ｌ と 言 わ れ 、 既 設 の 電 話 回 線 網 を 使 用 し た 高 速 デ ー タ 通 信 技 術 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 Ａ Ｄ Ｓ Ｌ は 、 音 声 信 号 （ ～ ４ ｋ Ｈ ｚ ） と デ ー タ 信 号 （ ４ ｋ Ｈ ｚ ～ ） の 使 用 周 波 数 帯 域
が 異 な る た め 、 同 時 使 用 を 可 能 と し て お り 、 デ ー タ 信 号 の ス ピ ー ド は 下 り ： ～ ８ Ｍ ｂ ｉ ｔ
／ ｓ ｅ ｃ ． ， 上 り ： ～ １ Ｍ ｂ ｉ ｔ ／ ｓ ｅ ｃ ． と ア ナ ロ グ ， Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ に 比 べ 高 速 な デ ー タ 通
信 を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の Ａ Ｄ Ｓ Ｌ を 使 用 し て 、 パ ソ コ ン に よ る イ ン タ ー ネ ッ ト と 電 話 機 を 使 用 す る 場 合 、 Ｐ Ｏ
Ｔ Ｓ （ Ｐ ｌ ａ ｉ ｎ 　 Ｏ ｌ ｄ 　 Ｔ ｅ ｌ ｅ ｐ ｈ ｏ ｎ ｅ 　 Ｓ ｅ ｒ ｖ ｉ ｃ ｅ ） ス プ リ ッ タ が 必 要 で
あ る 。 該 Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ は 、 デ ー タ 信 号 と 音 声 信 号 を 分 離 ／ 合 成 す る も の で あ り 、 こ
れ に よ り 前 記 イ ン タ ー ネ ッ ト 通 信 と 電 話 通 話 の 同 時 使 用 を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
従 来 の Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ の ロ ー パ ス フ ィ ル タ の 略 回 路 図 を 図 ２ に 示 す 。 図 ２ の 回 路 は 、
特 開 平 ２ ０ ０ １ － ２ ８ ５ ０ ０ ３ に 開 示 さ れ た ス プ リ ッ タ 用 の ロ ー パ ス フ ィ ル タ 回 線 で あ り
、 回 線 側 か ら 順 に 、 ラ イ ン に そ れ ぞ れ 第 １ の イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ ， Ｌ １ ’ 、 ラ イ ン 間 に 接
続 す る 第 １ の コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 そ の 後 ろ に ラ イ ン に そ れ ぞ れ 第 ２ の イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ ２ ，
Ｌ ２ ’ 、 ラ イ ン 間 に 接 続 す る 第 ２ の コ ン デ ン サ Ｃ ２ と か ら な る ２ 段 の Ｌ Ｃ 回 路 を 構 成 す る
。 ま た 、 回 線 側 と 第 １ の イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ ， Ｌ １ ’ の 間 に は 、 直 列 接 続 し た 抵 抗 Ｒ ｒ 、
コ ン デ ン サ Ｃ ｒ 、 イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ ｒ が ラ イ ン 間 に 接 続 し 、 該 抵 抗 Ｒ ｒ 、 コ ン デ ン サ Ｃ ｒ
、 イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ ｒ に よ り 、 音 声 信 号 通 過 帯 域 の 高 域 側 に て 損 失 す る 信 号 成 分 の 利 得 を
補 償 し 、 音 声 信 号 通 過 帯 域 の 周 波 数 特 性 を 改 善 し た 、 優 れ た ス プ リ ッ タ 用 ロ ー パ ス フ ィ ル
タ 回 路 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ８ ５ ０ ０ ３ 号 に よ り 開 示 さ れ た 回 路 構 成 で は 、 各 素 子 の
特 性 バ ラ ツ キ に よ る ロ ー パ ス フ ィ ル タ 特 性 の 影 響 が 大 き く 、 そ の た め 各 素 子 の 特 性 値 の 管
理 が 厳 し く 、 特 に イ ン ダ ク タ ン ス に つ い て は 、 構 成 部 品 で あ る 磁 心 、 コ イ ル の 巻 き 方 に よ
り 特 性 が バ ラ ツ キ 、 そ の 変 化 要 因 は コ ン デ ン サ ， 抵 抗 に 比 べ 大 き く 、 そ の た め に 前 記 構 成
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部 品 で は 、 素 子 状 態 よ り さ ら に 厳 し い 特 性 管 理 が 要 求 さ れ 、 歩 留 ま り の 低 下 を 招 い て い た
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 上 記 説 明 の 従 来 の 問 題 点 を 鑑 み 、 特 に ロ ー パ ス フ ィ ル タ 回 路 の イ ン ダ ク タ ン ス
の 生 産 性 を 向 上 さ せ 、 価 格 低 減 を 可 能 と す る ス プ リ ッ タ の 提 供 を 目 的 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 ｘ Ｄ Ｓ Ｌ の デ ー タ 信 号 と 音 声 信 号 を 分 離 ／ 混 合 す る Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ に お い
て 、 前 記 Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ に お け る ロ ー パ ス フ ィ ル タ 回 路 は 、 回 線 側 よ り 順 に 、 ２ ラ イ
ン に そ れ ぞ れ 第 １ の イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ ， Ｌ １ ’ 、 ラ イ ン 間 に 直 列 接 続 す る 第 １ の コ ン デ
ー サ Ｃ １ と 第 ２ の コ ン デ ン サ Ｃ ２ 、 さ ら に ラ イ ン に そ れ ぞ れ 第 ２ の イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ ２ ，
Ｌ ２ ’ 、 ラ イ ン 間 に 第 ３ の コ ン デ ー サ Ｃ ３ 、 そ し て ラ イ ン は 電 話 機 側 へ と 構 成 す る も の で
あ っ て 、 回 線 側 と 第 １ の イ ン ダ ク タ ン ス の 間 の 片 ラ イ ン と 、 前 記 第 １ の コ ン デ ー サ Ｃ １ と
第 ２ の コ ン デ ン サ Ｃ ２ の 接 続 点 と が 、 直 列 接 続 す る 第 ３ の イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ ｒ 、 抵 抗 Ｒ ｒ
に よ り 接 続 さ れ て い る Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 上 記 説 明 の 回 路 構 成 に よ り 、 特 に イ ン ダ ク タ ン ス の 特 性 公 差 を 広 く 取 る こ と が
で き 、 品 質 管 理 体 制 の 軽 減 及 び 、 生 産 性 の 向 上 、 歩 留 ま り 向 上 を 可 能 と し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 を 用 い て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 本 発 明 の Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ は 、 音 声 信 号 を 通
過 さ せ る ロ ー パ ス フ ィ ル タ 回 路 が 、 図 １ に 示 す 回 路 構 成 で あ る 。 回 線 側 よ り 順 に 、 ２ ラ イ
ン に そ れ ぞ れ 第 １ の イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ ， Ｌ １ ’ 、 そ の 後 ろ に ラ イ ン 間 の 直 列 接 続 す る 第
１ の コ ン デ ー サ Ｃ １ と 第 ２ の コ ン デ ン サ Ｃ ２ 、 さ ら に ラ イ ン そ れ ぞ れ に 第 ２ の イ ン ダ ク タ
ン ス Ｌ ２ ， Ｌ ２ ’ 、 ラ イ ン 間 に 第 ３ の コ ン デ ー サ Ｃ ３ が 入 り 、 ２ 段 の Ｌ Ｃ フ ィ ル タ 回 路 を
構 成 し 、 電 話 機 側 へ と 音 声 信 号 が 通 過 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 で は 、 音 声 信 号 通 過 帯 域 の 高 域 側 の 利 得 補 償 回 路 が 、 第 １ の イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ ，
Ｌ １ ’ と 回 線 側 と の 間 の 一 方 の ラ イ ン と 、 ラ イ ン 間 に 接 続 す る 直 列 接 続 す る 上 記 コ ン デ ン
サ Ｃ １ と コ ン デ ン サ Ｃ ２ の 接 続 点 を 接 続 す る 直 列 接 続 の イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ ｒ と 抵 抗 Ｒ ｒ と
、 前 記 コ ン デ ン サ Ｃ １ 及 び コ ン デ ン サ Ｃ ２ に よ り 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 回 路 構 成 に よ り 、 本 発 明 は 図 ２ に 示 し た 従 来 技 術 の 回 路 構 成 に お け る 各 素 子 の 特 性 値
公 差 を 広 く 設 け る こ と が で き 、 素 子 及 び 構 成 部 品 の 生 産 性 を 向 上 さ せ 、 更 な る Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス
プ リ ッ タ の コ ス ト 低 減 を 可 能 と し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 実 施 例 】
従 来 例 と 比 較 し て 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 説 明 す る 。 本 発 明 の Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ の ロ ー パ
ス フ ィ ル タ 回 路 は 、 図 １ に 示 す 回 路 構 成 。 従 来 例 の Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ の ロ ー パ ス フ ィ ル
タ 回 路 は 図 ２ の 回 路 構 成 と し た 。 な お 、 ハ イ パ ス フ ィ ル タ は 共 に 図 示 し て い な い が 、 以 下
に 示 す 評 価 に お い て 、 共 に 優 劣 の お き な い ハ イ パ ス フ ィ ル タ を 設 け て 実 施 し た 。 ま た 、 そ
れ ぞ れ の 回 路 に お け る 各 素 子 の 特 性 値 は 、 Ｉ Ｔ Ｕ － Ｔ 規 格 の Ｇ ． ９ ９ ２ ． １ （ Ｇ ． ｄ ｔ ｍ
） Ａ ｎ ｎ ｅ ｘ Ｅ 　 Ｅ ． ４ Ｔ ｙ ｐ ｅ ４ を 満 足 す る 特 性 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
表 １ よ り 、 イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ ， Ｌ １ ’ 及 び イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ ２ ， Ｌ ２ ’ の 特 性 範 囲 が 従
来 例 に 比 べ 、 よ り 広 い 特 性 公 差 範 囲 で 、 Ｉ Ｔ Ｕ － Ｔ 規 格 の Ｇ ． ９ ９ ２ ． １ （ Ｇ ． ｄ ｔ ｍ ）
Ａ ｎ ｎ ｅ ｘ Ｅ 　 Ｅ ． ４ Ｔ ｙ ｐ ｅ ４ を 満 足 し て い る こ と が わ か る 。 ま た 、 従 来 技 術 し て 記 載
し た 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ８ ５ ０ ０ ３ に 開 示 さ れ た 各 素 子 の 特 性 公 差 範 囲 ±１ ０ ％ に 比 較 し て
も 、 本 発 明 の 特 性 公 差 範 囲 が 広 い こ と が わ か る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
す な わ ち 、 従 来 技 術 に お い て イ ン ダ ク タ ン ス と い う コ イ ル 製 品 状 態 で 特 性 公 差 が ±１ ０ ％
必 要 な 場 合 、 構 成 部 品 の ひ と つ で あ る 磁 心 で は 前 記 製 品 状 態 の 公 差 よ り 狭 い 特 性 公 差 範 囲
が 必 須 で あ り 、 仮 に 磁 心 状 態 で の 公 差 範 囲 を 製 品 の 半 分 と す れ ば ±５ ％ と な る 。 一 方 、 本
発 明 は 実 施 例 に 示 す と お り 、 イ ン ダ ク タ ン ス と い う コ イ ル 製 品 状 態 で 特 性 公 差 が ±２ ０ ％
を 超 え る 範 囲 で あ っ て も 、 Ｉ Ｔ Ｕ － Ｔ 規 格 の Ｇ ． ９ ９ ２ ． １ （ Ｇ ． ｄ ｔ ｍ ） Ａ ｎ ｎ ｅ ｘ Ｅ
　 Ｅ ． ４ Ｔ ｙ ｐ ｅ ４ を 満 足 す る も の で あ り 、 前 記 従 来 例 と 同 じ く 磁 心 状 態 で の 特 性 公 差 範
囲 を 設 け た 場 合 、 ±１ ０ ％ と な り 、 磁 心 の 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 コ イ ル 製 品 と
し て の 許 容 特 性 範 囲 が 広 く な り 、 生 産 性 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き 、 Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ
リ ッ タ の 価 格 低 減 を 可 能 と す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 本 発 明 の Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ は ｘ Ｄ Ｓ Ｌ サ ー ビ ス 利 用 者 側 （ 端 末 側 ） に つ い て 説 明
し て い る が 、 本 発 明 は ｘ Ｄ Ｓ Ｌ サ ー ビ ス 提 供 側 の 局 内 交 換 機 に 設 け る Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ
に 使 用 で き る こ と は も ち ろ ん で あ る 。 ま た 、 実 施 例 に お け る 各 素 子 の 特 性 値 は 限 定 さ れ る
も の で な く 、 適 切 な 特 性 値 に 決 定 す れ ば よ く 、 そ の 条 件 に お い て も 本 発 明 の 効 果 が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 の と お り 、 本 発 明 に よ る Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ の ロ ー パ ス フ ィ ル タ の 各 素 子 、 特 に
イ ン ダ ク タ ン ス の 特 性 公 差 を 従 来 よ り 大 幅 に 拡 大 す る こ と が で き 、 構 成 部 品 を 含 め た 各 素
子 の 歩 留 ま り が 改 善 で き 生 産 性 が 向 上 し 、 さ ら に 、 そ れ に よ っ て Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ の 低
価 格 化 を 可 能 と し た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ の ロ ー パ ス フ ィ ル タ の 略 回 路 図
【 図 ２ 】 従 来 の Ｐ Ｏ Ｔ Ｓ ス プ リ ッ タ の ロ ー パ ス フ ィ ル タ の 略 回 路 図
【 符 号 の 説 明 】
Ｌ １ ， Ｌ １ ’ ， Ｌ ２ ， Ｌ ２ ’ ， Ｌ ｒ 　 イ ン ダ ク タ ン ス
Ｃ １ ， Ｃ ２ ， Ｃ ３ 　 コ ン デ ン サ
Ｒ ｒ 　 抵 抗
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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